
したがって，一応の目標を2．5とし業種及び当該地域周辺の状況に応じて具体的に設定する

こととした。

環境容量については，さきに述べたようにそれぞれの地域における自然環境の賦存状態を

表わすものであるが，グリーンミニマムが設定される地域にあっては，グリーソミニマムと当

該地域との面積との積によって，それを求めることとし・この拭存の状態をあらわす単位とし

て，NC（NaturalCapacity）を用いることとした0

なお，グリーソミニマムを設定しない地域において峠，直接・環境容量は設定せず，当該地

掛こおける自然環境質指数と当該地域の面積との掛こよって求められた数値を，自然環境賦存

量を表わすものと考えるケことどめ，将来，当該地域を他の用途に変更する場合には，グリーソ

ミニマムを設定したうえで改めて環境容量を設定するものとする0

第5節　環　境　管　理

1．自然環境質指数による環境管理

本計酎こおいて算定された自然環境質指数をもとに，自然の保護保全や土地利用などに関する

制度を総合的に運用することによって，今後，適切な自然環境に関する行政の推進を図るものと

する。

ただし，この自然環境質指数は，当該メッシュの自然環境の現状を索引するという性格が強く・

かつ，1平方キロメートルのメッシュ単位に算定した，いわば平均化された数値であり・メッシ

ュ全域が同等の値からなるものではなく，その実態は異なって評価される数値が混在するもので

あるっ

このような点を踏まえ，今後の自然環境の保護・保全に当たっては，この指数を手がかりに，各

種のデータ一による検討や現地調査によって，個別具体の事例に即して慎重に対処していくもの

である。

〔「10」と「9」の地域〕

この地域の多くは，山地帯の上部から高山帯にかけて，及び海岸部に多く分布し，原生的自

然の状態を維持している地域が多い。このなか七も多種な生物種とすぐれた自然景観を有し，

かつ，学術研究の場としても極めて重要であるところは，将来にわたってこれを保存してい

かなければならない。

この地域の主要な部分はすでに，自然環境保全地域や自然公園の設定がなされているが，こ
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